








5.結論 

 幼稚園児,小学生,中学生を対象として,尿比重を用いて持続的な低比重尿を有するもの

の screening test を行い次のような結果を得た。 

 1)低比重尿の cut off point を 1.010 として集団検尿を施行した場合,1 次検尿の陽性率

は幼稚園児で 2.17%,小学生で 1,93%,中学生で 1.52%,全体で 1.78%であり,2 次検尿の陽性

率は 1次検尿受診者に対して幼稚園児で 0%,小学生で 0.13%,中学生で 0.11%,全体で 0.12%

であった。 

 2)1 次・2 次検尿で尿比重が 1.010 以下を示した者を 3 次検診の対象とし,3 次検診にお

いて尿比重が 1,015以下を示した 13 人を次の段階の精密検査の対象とした。精密検査を受

診した者は小学生では 9例であり,これらの結果,持続性低比重尿を呈する症例と水腎症の

症例が各 1例発見された。 

 3)本研究では,持続的に低比重尿を呈した症例群の間には各種の検査結果に一定の傾向

を見い出すことはできなかったが,血尿,蛋白尿などの症状を呈することなしに,持続的に

低比重を呈する症例が存在することが示唆された。 

 また,本研究の目的を小児期に腎不全に陥る可能性が高い疾患を発見することとすると,

水腎症を有する症例を 1 例発見することができ,ある程度所期の目的を達したものと考え

られた。 


